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増幅係数を用いた虚軸ビーム伝搬法による
屈曲導波路解析
BENT WAVEGUIDE ANALYSIS USING A CYLINDRICAL IMAGINARY-DISATANCE





　 The imaginary-distance cylindrical full-vectorial beam-propagation method with an
enhanced amplification factor is adopted to study the effect of core location in a buried
Si-wire waveguide with various aspect ratios. It is numerically shown that only the adjust-
ment of a core location enables us to reduce the bend loss. Reduced bend loss is achieved
when the air-cladding interface is placed at the position where the field amplitude decays
to 5% of its peak.






















図 1 に解析する屈曲 Si 細線導波路を示す．コアの
高さ, 幅をそれぞれ hco, wco と表し，wco = 0.40 µm
とする．ここでコア縦横比を hco/wcoと定義する．コ
ア，クラッドの屈折率を nco = 3.476，ncl = 1.444に
選ぶ．このとき，比屈折率差∆は, 41%と計算される.










る. 図 2に hco/wco=0.65，0.75，1 (hco = 0.26, 0.30,
0.40)での準TE, TMモードの dairに対する 90度ベン
ドの純粋屈曲損を示す. ここで, 準 TMモードの純粋
屈曲損が最小となる dairを赤の点線で表記する．図よ





次に, コアの縦横比 (hco/wco) が純粋屈曲損に及ぼ
す影響を評価する. コア縦横比に対する 90度ベンド












































(a) hco/wco = 0.65
(b) hco/wco = 0.75











図 2 dair に対する TE, TMモードの純粋屈曲損











































ど最適な dairが大きくなる. このことから, コアの縦横
比が小さいほど, 損失を低減するためにコア部を埋め










値に対する振幅比を用いる. 図 4に hco/wco = 0.75の
際の準ＴＭモードの純粋屈曲損を振幅比に対して示す.
図 4より, 準 TMモードでは, 振幅比が 5％程度の位
置に空気-クラッド境界を設置することで, 純粋屈曲損
が低減されることが見出せる. 一方, 準 TEモードは,
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